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Ⅲ．各項目の回答結果
３．研修会について



ウィメンズヘルス(Women’sHealth=WH)研修会
の参加回数

回答者数：915名（全回答者の77.7％)

まだ参加したことがない､2回と回答した人の77％が
実践したい人であった。

5～9回と回答した人の57.8％(52名)、10回以上と回
答した人の75％(51名)がすでに実践している人で
あった。
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すでに実践している人は、5回以上研修会に参加していること、また今後実践したいと思っている人で、
研修会に参加したことのない人が多いことが明らかになった。



参加した研修会(WH)の概要（複数選択）

回答者数：504名（全回答者の42.8％）

《「その他」の内訳》

・県士会・県連盟4名

・院内3名

・大学の公開講座

・ピラティス

・APTAのコース

多くは国内講師の講義により知識を得ていた。地域での勉強会も学習の場となっていた。
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参加した研修会(WH)の内容（複数選択）

回答者数：502名

（全回答者の42.6％）
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骨盤底機能および産前産後に関する内容であるが、幅広い分野の研修会に参加していた



今後参加したい研修会(WM)の内容
（複数回答）

回答者数：904名

(全回答者の76.7％)

上位５項目の希望が多い他、参加経験の少ない女性アスリートや骨粗鬆症、リンパ浮腫についての希望が比較的多い傾向が見られた
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《「その他」の内訳》

WH関連の回答：20名

・更年期について

・思春期、月経について

・運動器疾患への影響等多岐

にわたる内容の記載があった。



メンズヘルス(Men’sHealth=MH)研修会の
参加回数

回答者数：904名

（全回答者の76.7％）

参加経験のない人が大半であった
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参加したMH研修会の概要（複数選択）

回答者数：177名

（全回答者の15.0％）

国内講師による研修会への参加者が多く、当部門主催の研修会の参加者が多いことが推測される
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《「その他」の内訳》

・学会の中の講座

・院内



参加したMH研修会の内容（複数選択）

回答者数：169名

（全回答者の14.4％）
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《「その他」の内訳》

・排便障害

・他職種向け骨盤底筋訓練に関する

研修会

・性機能学会

・スポーツ

・なし、わからない ４名

これまでに開催された研修会が、排尿機能や前立腺がん術後、概論や解剖学についての基礎的な内容であったことが伺える。



今後参加したいMH研修会の内容（複数回答）

回答者数：898名

（全回答者の76.2％）

《「その他」の内訳》

・心理的な内容の記載 3名

・特にない､わからない､興味がない 13名

24

155

274

397

415

531

0 100 200 300 400 500 600

その他 (具体的に)

性機能障害の理学療法

前立腺癌術後の理学療法

メンズヘルスに関する解剖学

排尿機能障害の理学療法

メンズヘルス理学療法概論

今後参加したい研修会の内容(名)

(59.1％)

(46.2％)

(44.2％)

(30.5％)

(17.3％)

(2.7％)

研修会への参加経験がない人が多いことから、概論や解剖学などの基礎知識や排尿機能障害についての希望が多い傾向が見られた



研修会についての考察
・全回答者のうち、WH領域では回答者の45％、MH領域では回答者の80％が研
修会に参加したことがないことが明らかになった。

・WH領域ですでに実践している人のうち約100名は、５回以上研修会に参加して
おり、実践するために研鑽が必要なことを裏付けている。

・WH領域では、協会内・外、国内・国外を問わず研修会が多数開催されているこ
と、また地域での勉強会活動も活発であることが推察される。

・ＭＨ領域では、研修会の機会も限定されており、今後の研修会開催の必要性
が高いことが明らかになった。

・ＷＨ領域では、今後実践したいと考えている人に対する基礎的な内容の研修
会と、すでに実践している人が症例報告や情報交換が出来、より質を高める機
会を設ける必要性があることが伺えた。


